
土浦・阿見都市計画下水道の変更について
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公共下水道と農業集落排水の違い

公共下水道（公下）
• 都市の発展・公衆衛生・水質保全（国土交通省、下水道法 第１条）

• 主に市街化区域での整備（効率的な整備）

農業集落排水（農集）
• 農業用排水の水質汚濁防止（農林水産省、土地改良法 第57条４）

• 農村地区での整備（非効率な整備）

※各々、整備目的は違うが、汚水を処理することは同じ
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当市の公下・農集
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施設の老朽化が問題に…（特に農集）

• 農集整備以降、施設が老朽化（農集は20～30年経過）

• 管路は耐用年数が50年なので、まだ大丈夫だが、

• 農集処理場の機器更新費用が負担（毎年、何かしら修繕）

• 特に農集において、処理場の更新（建て替え）が負担に…

• 処理場が無くなれば、今後の維持管理費・更新費が削減できる
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下水道事業の広域化・共同化

• 国土交通省が推進している内容（茨城県も推進）

• 広域化共同化のひとつに「施設の統廃合」がある

• 具体的には、農集を公下に接続する

• そうすることで、農集処理場が不要となる

• 農集処理場にかかる費用について、長期的には大幅削減できる

（参考）

他の共同化・広域化メニュー 事業統合、経営一体化、汚水処理、汚泥処理、

水質検査、維持管理業務、災害時対応 など がある
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下水道は都市施設

• 下水道は都市の生活や環境を支えるために不可欠な都市施設

• 都市施設は、都市計画法に基づき、都市形成の骨格を成す
重要施設として位置付け

• 農集を公下へ接続し、維持管理コストの削減

• 農集を公下に接続するには、

農集施設を都市施設として位置付けする必要（都市計画決定）
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下水道計画の種類（関連計画の体系）

• 茨城県生活排水ベストプラン（最上位）

• 流域別下水道整備総合計画（法定計画）

• 下水道 全体計画（市が策定）

• 都市計画決定（下水道施設を都市施設として位置付け、都計法13条）

• 下水道 事業計画（市が策定）

• 下水道事業の実施

※市街化区域は必須、市街化調整区域は任意
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都市計画のスケジュール
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今回の都市計画決定

• 旧千代田地区の農集３地区（以下のとおり）

•農集 志筑地区

•農集 千代田東部地区

•農集 新治地区
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※農集土田・農集上稲吉については、R4年度に都市計画決定し、
各々、R5年度、R7年度に公下への接続工事が完了している

旧（変更前）新（変更後）
汚水：約931ha
雨水：約874ha

汚水：約1,098ha
雨水：約874ha排水区域



志筑
千代田東部

新治

今回の都市計画決定で、

農集３地区を都市計画決定する

（都市施設に位置付け）

※R4年度の都市計画決定（土田･上稲吉）

に加えて、今回決定すれば５地区になる

（参考）

接続の順序は、R8発注の基本設計業務委託

にて検討しています

都市計画決定の範囲
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経費削減の効果は？

県へ提出した事例集：土田地区（抜粋） 県へ提出した事例集：上稲吉地区（抜粋）

（参考）※すでに公下に接続済みの「土田」「上稲吉」を例にしています
（30年で4～5.6億円の削減＝年間で1,300～1,860万円の削減）
同規模の処理区域から推定することになります
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（正式図書）

12



総括図〔汚水〕
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（参考図書）
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施設平面図（抜粋）
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字界図（抜粋）
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